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校是 志確かに“今より生きる！”
～すべての子どもたちに培いたい力～

１．自らの、社会の未来を切り拓く創造力

２．たくましく、よりよく生き抜くための学力

３．“人”を“いのち”を大切におもう心

生徒会役員選挙で選ばれたメンバーで新
しい生徒会本部が発足しました。前田前生
徒会長をはじめ前本部役員全員の気持ちを受け継ぎ、さらに西院
中学校を発展させようとする強い意気込みを感じます。「自主企画・

自主運営」の伝統を守りつつ、自分たちらし
い新しい生徒活動を創り上げてくれると信じ
ています。まずは、これから一年間、どのよう
に活動を展開しようとしているのか、正門奥
の新しいスローガンを楽しみにしています。

新生徒会役員メンバー
生徒会長 中江 里帆 副会長 久泉 佐和

副会長 笠原 綾乃 代議員長 柴田 湊愛

生活委員長 小林 凜

美化委員長 平元 紬

文化委員長 川口 樹里

体育委員長 清水 音々

保健委員長 北浦 希実

図書委員長 横江虎多朗

１１月２２日（水）の午後、１年生が地域の高齢者の方をお招きし
ての「ほっと」プロジェクトを開催しました。コロナ明け、高齢者の方
々と関わりながら、何かを学びとりたいと、プログラムを考え、雰囲気
作りのためのゲームを考え、一緒に造花づくりをするための準備も
してきました。地域の方の協力で、みなさんに声をかけていただき、
当日は２０名ほどの高齢者の方が学校に足を運んで下さいました。
大人も生徒も、最初は緊張していたようですが、話し始めるとあっ！
という間にうちとけて、質問コーナーやら何やらでどのグループも盛
り上がっていました。最後には、西院
の昔、自分たちの昔の生活の様子
などについて聴かせていただき、生
徒にとってはビックリすることばかり。
一生懸命メモを取りながら聞き入っ
ていました。来年もまた、是非元気に
来ていただきたいと思っています。

１１月１５日水曜日、１組では、１年生と２年生が、
みやこ作業所での一日職場体験に出かけました。
菓子の袋詰めなど、実際に商品として販売される
ため、作業は真剣そのもの。落としたりすると廃棄し
なければならない失敗できない緊張感との闘いで
した。慣れると、少しずつ作業

のスピードもあがり、しっかりと“しごと”を体験す
ることができたようです。１２月１３日には３年生
が体験に出かける予定です。

１１月１６日木曜日、この日は西院小学校
の矢車学級のみんなを招いて、交流学習会
を実施しました。年に数回、お互い行き来し
学習成果の発表や合同でのプール学習等
を行っています。今回は、本校の体育館で

合同運動会を開催しました。中学校の大
きな体育館で小学生に思いっきり楽しん
でもらおうと、中学生が企画・準備してき
ました。自分たちも精一杯頑張りながら、
小学生にルールの説明や、やり方の指導
など、中学生らしさを発揮していました。

１１月２７日月曜日、３年生では総合的
な学習の時間で個別の課題を自分で
設定し、探究活動をおこなってきたもの
を、西院小学校の６年生を招いて、「ポ
スター発表会」として実施しました。探
究活動は、西院小学校と中学校の９年

間をかけての取組で、毎年その代表児童・生徒が堀川高校主催のポ
スターセッションに参加しています。今回は、中学校３年生が小学生に
しっかりとわかるように伝えられるか、それぞ
れプレゼンのポスターをGIGA端末で作成
し、熱く小学生に語りかけていました。小学
生はこの発表を聞いて、自分たちのこれから
の探究活動に生かしてくれたらと思っていま
す。

１１月９日木曜日、１年生は「華道体験」
に挑戦しました。「華道体験」は、数年前か
ら文化庁の京都移転を機に、中学生にも
伝統文化に親しんでもらおうと京都市の
すべての中学校で実施されているもので
す。本校では、松月堂古流家元の植松賞

月斎先生に華道の心や作法について指導をしていただき、生徒は、
“花を生かすためには”を考えて、真剣に、そして心静かに花と向き合
っていました。本校には花を育てるグリーン
活動があります。この活動も単に栽培活動
ではなく、花を通して命を考える、花を見て
優しい気持ちになる人の心を大切にしてい
くものです。二つの活動がうまく結びつい
てくれればと願っています。

二学期が終わります、というより令和５年が終わります。コロナ禍を
乗り越えての一年、今年は、新しいこと、復活させたこと、それもフル
で。本当にいろいろなことをたくさんやってきました。間違いなく、今
年やってきたことが、これからの西院中学校のスタンダードになって
いくことになります。みんなとできて、本当に楽しかった、よかったと感
じています。一年の締めくくり、自分のよさ、友達のよさ、仲間のよさ、
クラスのよさ、学年のよさ、そして学校のよさを改めて感じながら、過
ごしてほしいと思います。充実した分だけ力がついた、成長できたと
いうことです。あと一ヶ月、登校する日は１６日ですが、まだまだ充実
させられるはずです。ボチボチでいいですが、最後まで頑張ろう！



生徒会スローガン

オールライト
～あなたの

舞台の上へ～

29 金

28 木

20 水

終業式　　進路希望調査書提出（14:00まで）
右京支部生徒会交流会（四条中）

23 土

21 木

22

31 日

24 日

冬期休業開始（～１／４）

27 水

26 火

25 月

学校閉鎖日（～１／３）

金

学年集会（各学年）

19 火

18 月

三者懇談会④

三者懇談会⑤

12 火

１組職場体験（３年生）

17 日

14 木

16 土

15 金

5 火

10 日

9 土

6 水

8 金

7 木

2 土

4 月

3 日

育成学級第63回合同運動会
新入生保護者説明会・給食試食会

日 曜 １２月行事予定

1 金

西院中オープンスクール
（６年生授業体験）

18:00～ＰＴＡ実行委員会

30 土 学校閉鎖日

学校閉鎖日

三者懇談会③

三者懇談会①

三者懇談会②

11 月
２年人権講演会（5・6校時）

代議・常任委員会

13 水

いよいよ冬休みが近づいてきました。慌ただしいそして短い休み期間

ですが、来年の目標をしっかりと考えながら、冬休みの宿題や、３年生

は受験勉強も仕上げ、追い込みの時期に入ってきます。３学期が始ま

ると、１年の仕上げと、来年度に向けての準備、そして３年生は受験本

番と、すべてが待ったなしでやってきます。冬休みの大切さがわかると

思います。冬休みの使い方で、令和６年のスタートをうまく切れるかどう

かが変わってくると思います。１２月は１４日から三者懇談が始まります。

少なくとも、学校生活のこと、学習のこと、心配なこと、不安なこと、一人

で抱え込まないでいいように、懇談で一緒に話し合ってみて下さい。そ

うすれば、気持ちも楽になるし、何より冬休みにしなければならないこと

がはっきりとするはずです。

◆スクールカウンセラーより
大人になってから後悔することがいくつもあります。「もっと勉強して

おけばよかった」、「もっと本を読んでおけばよかった」。最近は「語い

力」を身につけておけばよかったと感じています。

ビジネス面での挨拶の言葉はフォーマットがありますが、プラスαで

センスのある言葉選びができる人は、うらやましく思います。昔、ある人

が“お膝送り”という表現をされていました。言葉の貯金が増えた体験

でした。

◆学校図書館より “冬休みが近づいてきました。”

たくさんの行事をがんばった２学期もあと少しとなりました。１２月は

心も体もほっと休まる、そんな時間を大切にしてください。

図書室では、１２月４日（月）から３冊の本を、冬休みが明けて１月１２

日（金）まで借りることができます。冬休みに読みたい本を探しに来て

下さい。図書室には、新しい本もたくさん入りました。新着本コーナーに

並べています。また、読みたかった本が図書館にあるか、蔵書検索サー

ビス「カーリル」を使って家からでも調べることができるようになりまし

た。「カーリル」のURLは

https://private.calil.jp/gk-2004519-6s79e/

です。ぜひ活用してみてください。

 

 全国学力状況調査の結果より、本校の状況について 
 ４月１８日（火）に実施された「全国学力学習状況調査」について、結果がまとまりました。 
 本校の状況は、すべての教科（今年度は英語も実施）において全国平均を上回っております。京都府下
の平均で見ると、数学が２ポイント高く、国語・英語が平均でした。これらの結果は、本校の教育だけで
なく、ご家庭でのご指導・ご協力の賜物であると思います。しかし、国語・英語では、「読むこと」の観
点に課題が見られました。今後は本校が取り組んでいる「朝読書」「読み聞かせ」を通して、読解力の向
上等に、更に力を入れていく必要があります。また質問紙の結果からは、家庭学習、読書に対する意識を
より高めていく必要も感じられます。これからも、日々授業改善に努めてまいります。引き続き、子ども
たちの健やかな育ちと学びの環境づくりにご協力お願いいたします。 


